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析結果）．第 87 回日本衛生学会学術総会；2017 Mar 26-28；宮崎． 
4)  崔 正国，Shahbaz Ahmad Zakki，周 徳軍，Sun Lu，Qianwen Feng，金 玉潔，稲寺秀邦．バイカリンによる温熱
誘発アポトーシスの増強とその分子メカニズム．第 87 回日本衛生学会学術総会；2017 Mar 26-28；宮崎． 
5)  Sun Lu，崔 正国，Shahbaz Ahmad Zakki，Qianwen Feng，稲寺秀邦．ノニバミドによる温熱誘発アポトーシスの増
強効果に関する検討．第 87 回日本衛生学会学術総会；2017 Mar 26-28；宮崎． 
6)  八木宏子，種市尋宙，仲岡佐智子，和田拓也，田中朋美，足立雄一．脳室腹腔シャントからの髄液採取によると考
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1) 稲寺秀邦．過重労働による健康障害防止．平成 28 年度産業医研修会 富山産業保健総合支援センター；2017 Jan 12；
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7) 稲寺秀邦．職場のストレス対策 富山産業保健総合支援センター．第 2 回産業保健セミナー；2017 May 19；富山． 
8) 田中朋美．片側の視神経萎縮と白質病変を認めた一男児例．平成 29 年度日本小児神経学会北陸地方会 夏季セミナ
ー（第 7 回白山セミナー）；2017 Jul 15；福井． 
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14) 稲寺秀邦．健康診断結果の見方と事後措置．公益社団法人建設荷役車両安全技術協会 特定検査研修講師・巡回指導
員合同会議；2017 Aug 25；富山． 
15) 稲寺秀邦．トラック運送事業における過労死等防止対策及び健康起因事故防止対策．過労死等防止・健康起因事故
防止対策セミナー 全日本トラック協会；2017 Aug 30；富山． 
16) 稲寺秀邦．労務担当者が知っておくべき過重労働対策について．全国衛生週間説明会；2017 Sep 13；富山． 
17) 稲寺秀邦．未来の子どもたちのために－エコチル調査の取組み－．平成 29 年度日本助産師会東海北陸地区研修会；
2017 Sep 15；富山． 
18) 高守史子．2 つの代表的大規模コホートスタディからみえること：寿命調査集団における複数死因を考慮した死亡
率解析，および子ども・妊産婦の健康と環境に関するエコチル調査の現状．第 16 回久留米大学バイオ統計学フォー
ラム；2017 Sep 29；福岡．（招待講演） 
19) 高守史子．子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）における妊娠中の血中重金属カドミウム濃度（Cd）
と出生時体格・妊娠期間の関連性．第 7 回エコチル調査中心仮説ワークショップ会合（環境省・国立環境研究所主
催）；2017 Oct 13；東京． 
20) 稲寺秀邦．富山大学環境報告書．2017．医学生に対する環境教育；p. 10． 
21) 稲寺秀邦．過重労働と健康について－働きすぎによる健康障害対策－．富山県労働基準協会 労務・衛生部会合同セ
ミナー；2017 Oct 16；富山． 
22) 稲寺秀邦．過重労働と健康について－働きすぎによる健康障害対策－．富山県労働基準協会 労務・衛生部会合同セ
ミナー；2017 Oct 18；高岡． 
23) 田中朋美．富山県の小児神経外来の診療体制．富山県小児科医会学術講演会；2017 Oct 29；富山． 
24) 稲寺秀邦．エコチル調査からみた富山県の妊産婦・子どもの特徴．第 24 回高度専門看護教育講座研修会；2017 Nov 
11；富山． 
25) 田中朋美．子ども健康と環境について考えよう！～エコチル調査から見えてきたこと～．富山市立堀川南小学校 PTA
教育講演会；2017 Nov 16；富山． 
26) 稲寺秀邦．労災を防ぐ疾病対策．富山産業保健総合支援センター 第 9 回産業保健セミナー；2017 Nov 17；富山． 
27) 高守史子．大規模コホート調査の特徴と展望 －原爆放射線に関する寿命調査と子どもの環境要因曝露に関するエコ
チル調査－．第 2 回琉球大学生物統計・疫学公開講演会；2017 Dec 4；沖縄．（招待講演） 
28) 高守史子．エコチル富山ユニットセンター フォローアップ状況．琉球大学エコチル調査サブユニットセンター情報
交換会；2017 Dec 4；沖縄．（招待講演） 
29) 稲寺秀邦．職場のストレス対策．高岡市医師会；2017 Dec 19；高岡． 
 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
− 205 −
